
［1- 38］ Ｈ25 農業農村工学会大会講演会講演要旨集

地域資源管理を支える らみた農業農村整備の推 題

Promotion Subject of Land Relationship Supporting Resource 

回 山 (~意向〉

Isamu SAKANιChie KA TA Y AMA and Miki UENO ( 

と 祉 i土 れぞれ食料の と人々の 福な らしの を して の

欠 し、 切 みを じてし 1 。し しながら、我が で 両者が協働した取

り組 σ) 的 く、必 しも っていないと理解される。

力 自 の低 耕作

放 地の ど人口減少時代の カミ

いる。 援施 Eーfレ 確 保

のi費択)j支土して な関心が ら てし九る。

び) 。) カ1しt σ) 

と 祉の して られ

の る 左 より、 の相利 的な関係 が、 村地域の

していることを明らかにする F とを して、

討し 人口 の農 村整備の を 究する。

2. 的 の {牛

ず 0) がし 1 の就 を目指して 作: lナ

る 祉 るそ ノ1/ 例 地 しγ ぐ、 と 祉の

る間

と ても利 σ) しミ し、

ぴ)

自せ 上程

ぴ) 地の と本IJ り

ti と 揮の

3 域 源 E要 支 る 官4

( 1 )耕作放 地 ける 携の 育主

び〉 作 地 39.6 材に ス)
ヂ

して り、、

つ よる耕 方支 上世 土地 ち 日

力日 いる o 2013 

よ 地 耕 (以下「 を る ン

60.2 γ よると 利用 し

対 ional 吋iれ祭

－178－



いる のうち

の i 1，ミ 力

、
も

7
U
W
 

び〉

7.7% 
26.3 

の 1 4を

しりと回

相当し

さらに、

が参加して

施している

NPO 法人の

(2)揺祉施

7" [TJ:;事し

り、[粗い手

の害iI台 13.5

ら

の 2

翻1，¥手

協力者 g 補助者

口担い手Iこえよら立1，¥ 

3.5覧 |口わからない

祉施 し九

留 1 襟技施設や障がい者が耕作般葉地対策の

館い苓となる可能性(地域協議金毘答312件)

Supporting 

同 ~11 県の

培の参加の

地域での農地の受け皿とし

い福祉脆設の入所;者とその

野菜、さらには水間でのもち

初、耕作放棄地在活用し

生利用対策を

存寵しており、 10年以上放置されていた耕作放棄地 3 haを

したり、桑やサトウキピを作付けしている事例も確認でき~。

入による地域資瀬管理

例では、農家等から借り受け 地を活用した雑穀栽

者が耕作を放棄する際のして、

している。 2009年から本格化した障が

栽培の取り組みは、年を経るごとに雑穀から

し~口

知的障がい者の -1
 

1ω かれてい

い者らの 協力を申し出 の り、耕転作

を 、‘.
2
七
V

地のうち、 930

3名増加、

し1福祉施

も

れていった。雑草

は

σ〉

し1'-0 

で占部は借地

山
山

stir 

る

を2012 

利用うし

出
巴

geBLF 
の活J-tj し

4 農業農村整備

によ

携の投割と推進課題

ぴ) tt!し九 tflしミ

び〉 自【] している。

い地 く り、

び J蒜| 化 し 色、 も

、

による農地利用を促

ぴ)

を

して、

村地

、‘21
U
 

び〉

ぴ〉

び)

引用文献/ 1)農林水産省 (2011.3)

取り組みにおける農作業内容の変化と生

~ ¥ 徳阿美樹ほかは012.9) . ぴ)

、H24 r 大会講j寅 、 18か187.

－179－




